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２０２０年８月２０日 
各 位 

株式会社 山口フィナンシャルグループ 
株式会社 YMFG ZONEプラニング 

 

スタートアップ企業育成プログラム 

『山口レボリューショナリーズ season３』の開催について 

 
山口フィナンシャルグループ（取締役会長グループＣＥＯ 吉村 猛）のグループ会社であるＹＭ

ＦＧ ＺＯＮＥプラニング（社長 坪倉 昭雄）は、中国経済産業局の「知的財産の戦略的活用を意
識した地域ベンチャー創出環境の機能強化事業」として、「山口レボリューショナリーズ season３」
のアクセラレーションプログラムを下記のとおり開催しますのでお知らせします。 
本プログラムでは、ベンチャービジネスの事業化に必要な知識・スキルの習得機会を提供し、地

域ベンチャーの成長フェーズの引き上げを図るプログラムを実施します。 
 

記 
 
１．プログラムの内容 
スタートアップ企業育成プログラム《山口レボリューショナリーズ》は、新規事業開発を目指す

地域の起業家および起業希望者を対象に実施します。 
プログラムについては知的財産の活用のほか、市場分析、商品・サービス、競合他社分析・収支

計画、資本政策・出口戦略などの各テーマについて、精通するアクセラレーターの指導のもと、地
域のスタートアップ支援者（創業支援施設や大学等）を加えたブレスト形式によるメンタリングに
より段階的にビジネスプランをブラッシュアップします。  
山口レボリューショナリーズの上位入賞者の内、特に急速な事業拡大を目指すスタートアップビ

ジネスプランをお持ちの方については、山口フィナンシャルグループが開催するＵｎｉｃｏｒｎプ
ログラム*の審査会へエントリーのうえ、全国のアクセラレーターへのピッチを通じた資金調達や
業務提携を目指していただけます。  

 

 
*Ｕｎｉｃｏｒｎプログラムとは 

地域と全国を繋ぐプラットフォームとしてのアクセラレーションプログラム。支援者（アクセラレーター）に対

して、資金調達や業務提携を目的としたピッチを行うことができ、これまでに 2017 年・2018 年と計 2 回開催し、

46 億円の資金調達と 8件の業務提携を実現。 



２．日程 
  ① 事前説明会 

9 月 4 日（金） 18：00～19：00  
9 月 5 日（土） 13：00～14：00  

       ※両日程ともに Zoom 開催（URL は後日申込者宛メールで送付） 
 

② 企業育成プログラム ※参加者はプログラム全日程にご参加いただきます 
9 月 27 日（日） 10：30～17：00 知財・特許、市場分析、パラメーター          

10 月 25 日（日） 10：30～17：00 商品、サービス 
11 月 29 日（日） 10：30～17：00 知財・特許、競合他社分析、収支計画  
12 月 19 日（土） 10：30～17：00 資本政策、出口戦略 
1 月中旬       未 定   成果発表ピッチ大会 

<会場> 
やまぐち創業応援スペース ｍｉｒａｉ365（成果発表ピッチ大会を除く） 
成果発表ピッチ大会    未定 

 
３．参加費用 
  無料（ただし、会場への交通費及び宿泊費等は自己負担となります） 
 
４．事前説明会申込方法 

申込専用のＵＲＬ：（https://forms.gle/F7aWK6sXDoox9n6W7）よりお申し込みください。 
 
５．申込期限 

(１)事 前 説 明 会：9 月   3 日（木） 17：00 

(２)本プログラム：9月 24 日（木） 17：00  

  
※プログラムへのお申込みには事前説明会への参加が必要になります。 

  
６．主催 
  凸版印刷株式会社 
 
７．共催 
  中国経済産業局、株式会社山口フィナンシャルグループ 
 
８．事務局 
  株式会社ＹＭＦＧ ＺＯＮＥプラニング 
 
９．協力 
  山口大学 大学研究推進機構 産学公連携・研究推進センター、女性創業応援やまぐち株式会社

株式会社ザメディアジョン・リージョナル、カラム株式会社 
 

以 上 

 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

事務局 ＹＭＦＧ ＺＯＮＥプラニング 

担当：大坪  ＴＥＬ： 080-4901-6071 

https://forms.gle/F7aWK6sXDoox9n6W7




https://forms.gle/F7aWK6sXDoox9n6W7
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